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総 評

京都市洛南障害者授産所は、社会福祉法人京都身体障害者福祉センタ

ーが運営主体となり、京都市内３エリア（洛南エリア、伏見エリア、山

科・醍醐エリア）の中の洛南エリアにおいて、就労継続支援Ｂ型事業を

行っている事業所です。本事業所は「一般企業への就職が困難な障がい

者に就労機会を提供する」、「生産活動を通じて、その知識と能力の向

上に必要な訓練などを行い、一般就労へ結びつける」ことを目的として、

昭和５９年に開設されましたが、開設に至った歴史は昭和４５年に京都

市が全国に先がけてこの地に身体障害者福祉会館を設置したことに始

まります。身体に障害のある方の社会参加を求める当事者運動や、趣味

のサークル活動は、時代の流れと共に“働くニーズ”へと拡大し、本事

業所の開設に至ったとの話を訪問時に聞くことが出来ました。

事業所の行う就労支援事業は、印刷事業と受託事業を主としており、

一般企業や官公庁、諸団体等からの請け負い業務を、利用者の得意とす

るスキルを存分に発揮して取り組まれています。数人で取り組む作業は

もちろん、個人単位で取り組む作業においても、業務遂行の精度を高め

るためのチェック工程が念入りに行われています。また、複数の請け負

い業務を効率的に進行していくために「受託工程管理表」が作業室に掲

示されており、利用者に納期や数量が分かりやすく示されていました。

他にも、売り上げの推移が視覚的に理解しやすく掲示され、これらの取

組みが利用者の就労意欲の向上に繋がっていることを実感出来ます。

事業所で実施されている支援メニューは、メインの就労支援以外にも

多岐に渡り、日常生活支援、健康管理支援、レクリエーション行事支援

など、働く施設でありながら、地域で健康的に日常生活を送るための広

範囲の支援が一体的に提供されています。年賀状印刷や、隣接する会館

の喫茶コーナーでの喫茶業務を通して、地域住民との交流が日常的にあ

る他、近接する児童館、老人福祉センター等と「地域ふれあい夏まつり」

を共同開催する取組みや、年間２回発行される地域コミュニティー誌

「あーる・じぇい」を無料配布する取組みは、他に類を見ない高いレベ

ルの地域交流の継続的実践であると高く評価することが出来ます。

調査訪問時、作業時間・食事時間・休憩時間を通して、利用者が主体

となって動かれ、職員は適度な距離感を保ち側面的な支援に徹するとい

う姿が多くの場面で見られました。このような利用者主体の姿勢は、

「３Ｓ委員会」の活動やサークル活動、慶弔費の仕組みを利用者自身が

運用されている実態や、利用者の満足度の高さに表れていると推察され

ます。

法人では、平成２９年～３３年を期間とする第二期中長期計画がスタ

ートし、事業所としては仕事を通じて地域に貢献していくことを目指す

というビジョンを持たれています。社会福祉法人の在り方や、社会情勢

・制度変更等に伴う就労支援事業の行く末が案じられる中、このように

地域貢献を視野に入れた就労支援は、他の模範とも成り得る先駆的な事

業所の一つと捉えることが出来ます。今後も、このエリアで成熟した

“障害者の働くニーズ”の充足を目指して、地域に根ざした持続的な支

援が行われますことを期待しています。
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特に良かった点(※)

Ⅰ－３－（２） 業務の効率化と改善に向けた取組みについて、毎日正

午の時点でその日の超過勤務予定の有無を確認・共有し、出来る限り分

担協力して定時で仕事を終わらせる取組みや、「残業管理表」で職員の

年間の超過勤務の状況を管理する仕組みがあります。また、一般職員か

らも自由に業務提案が出来る仕組みとして「気づき提案」という制度も

運用され、経営や業務の効率化と改善に向けて取り組まれていることは

高く評価出来ます。

Ⅱ－５－（１） 地域との適切な関係確保について、「地域ケア会議」

に参画する他、「ふれあい夏祭り」の開催にあたっては、地域の飲食店

に出店を依頼してお祭りを盛り上げておられます。また年に二回、地域

コミュニティー誌「あーる・じぇい」を発行し、地域とのかかわりを大

切にされている様子が見て取れます。

Ⅲ－３－（１） 障害のある本人のニーズの充足をめざす方針が事業計

画書に明記されています。また、毎年利用者アンケートを実施、その内

容を「利用者会議」で報告しており、ニーズ把握と改善・実現に努めて

いることを確認しました。

Ⅳ－１－（１） 利用者自治会等の名称が付けられた組織はありません

が、利用者が自主的に慶弔費の仕組みを取り入れたり、サークル活動等

の取組みがなされており、これに対して事業所側が全面的に支援を行っ

ていることを聞き取りにより確認しました。

利用者主体の意識が事業所に根付いているこれらの取組みは高く評価

できます。

特に改善が

望まれる点(※)

Ⅳ－２－（２） 排泄について、介助方法の見直しや相談に応じる等の

支援は日常的に実施されていることが聞き取れました。また、支援の必

要性についてはフェイスシートに記載されていますが、具体的な支援方

法や注意点が記載された利用者個別の介助マニュアル等は整備されて

いませんでした。身体に障害のある方が主たる対象者となっている事、

実際に排泄介助が必要な利用者が複数おられることを鑑みて、職員誰も

が個別の介助方法を確認・習得できるマニュアル等の整備が望まれま

す。

※それぞれ内容を３点程度に絞って掲載しています。評価項目毎のコメントは「評価結果対比シート」

の「自由記述欄」に記載しています。












